
Public relations of Minami-aizu

まちの人口（平成 25年 8月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,677 人（18 人減）  男 8,587 人（13 人減）  女 9,090 人（5 人減）  世帯数 6,873 世帯（9 世帯減）※ (　) 内は前月比
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　７月22 ～ 24日にかけて行われた会津田島
祇園祭。祭りの静が七行器行列とすると、動
はもちろん屋台運行でしょう。
　あいにくの雨にも負けず、４つの屋台は町
内を疾走していました。
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Pick Up
Event

こ
の
夏
の
経
験
は
、

　
　

き
っ
と
人
生
の
糧
に
な
る 

―

小
学
生
集
団
宿
泊
体
験
活
動
事
業

今月の表紙

　

普
段
学
ぶ
学
校
を
離
れ
て
行
う

「
集
団
宿
泊
活
動
」
は
、
通
常
の

学
校
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
自
然
体
験
や
交
流
体
験
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
経
験

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
本
年
度
か
ら
小
学
５

年
生
全
児
童
を
対
象
と
し
た
２
泊

３
日
の
宿
泊
体
験
活
動
事
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

７
月
３
日
か
ら
18
日
に
か
け
、

千
葉
県
南
房
総
市
と
九
十
九
里
町

を
訪
問
、
地
元
の
小
学
生
と
の
交

流
や
、
数
名
ず
つ
に
分
か
れ
て
の

宿
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
７
小
学
校
の
５
年
生

１
５
１
人
が
体
験
し
た
ひ
と
夏
の

経
験
。
学
校
や
親
元
を
離
れ
、
集

団
で
宿
泊
す
る
こ
と
で
、「
自
主

性
・
自
立
心
」「
マ
ナ
ー
・
モ
ラ
ル
」

「
仲
間
と
の
連
帯
感
」
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
大
切
な
生
き
る

力
を
育
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

平成 25 年８月号　広報みなみあいづ

Top News
南会津町ゆるキャラ決定！
その名は、南会津の『んだべぇ』

　

皆
さ
ん
お
待
た
せ

し
ま
し
た
。

　

５
月
10
日
ま
で
募

集
を
行
っ
て
い
ま
し

た
『
南
会
津
町
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
』で
す
が
、

全
国
各
地
か
ら

９
２
７
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
多
数

の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
決
定
に
合
わ
せ

て
、『
ん
だ
べ
ぇ
』
を
含
め
た
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

優
秀
作
品
展

■

内
容

　

最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品
を
含

　

め
た
40
数
点
を
展
示
し
ま
す
。

■

期
間　

８
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
９
月
10
日
（
火
）

■

場
所

　

会
津
田
島
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ

　

ョ
ン
プ
ラ
ザ

■

そ
の
他

　

優
秀
作
品
展
以
外
の
作
品
も
次

の
と
お
り
展
示
い
た
し
ま
す
。

・
田
島
地
域
か
ら
の
応
募
作
品
展

　

ま
ち
の
駅
「
南
会
津
ふ
る
さ
と

　

物
産
館
」

・
舘
岩
地
域
か
ら
の
応
募
作
品
展

　

舘
岩
会
館

・
伊
南
、
南
郷
地
域
か
ら
の
応
募

　

作
品
展

　

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
（
８
月
10

　

日
～
22
日
ま
で
）

　

伊
南
会
館
（
８
月
23
日
～
９
月

　

10
日
ま
で
）

・
町
外
か
ら
の
応
募
作
品
展

　

会
津
田
島
祇
園
会
館

　

南
会
津
町
観
光
物
産
協
会

　

０
２
４
１
（
６
２
）
３
０
０
０

℡ 問
海をバックにみんなでパチリ（南郷小）

民宿でイワシのつみれづくり
（田島二小）

大きなヒラメをゲット！
千葉の友だちと記念写真（荒海小）

　

厳
正
な
る
審
査
の
上
、
つ
い
に

決
定
し
ま
し
た
。

南
会
津
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、

　
　
　
　
　
『
ん
だ
べ
ぇ
』
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
正
式
な
お

披
露
目
は
10
月
頃
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
果
た
し
て『
ん
だ
べ
ぇ
』

は
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
で
、
ど
ん
な
動

き
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
、
楽
し

み
で
す
ね
。

　
『
ん
だ
べ
ぇ
』
の
こ
れ
か
ら
に

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

南会津町ゆるキャラ
デザイン入賞者

【最優秀賞】
　馬場　翔さん
　　（南郷地域出身、　
　　　東京都狛江市）

【優秀賞】
　櫻井佑妃さん
　　（静岡県焼津市）
　池田克也さん
　　（埼玉県狭山市）
　深川重一さん
　　（大阪府和泉市）
　黒木　梓さん
　　（大阪府吹田市）

地引網漁に挑戦！

何がとれるかな？（田島小）

千葉の友だちと一緒に
地引網でとった魚介を食べました（舘岩小） こちらもヒラメをゲット！

（伊南小）

小学生集団宿泊体験活動 ★ データ
【南房総市】

　（第１班）７月３日（水）～５日（金）
　　　　　　荒海小学校15人、舘岩小学校18人
　（第２班）７月10日（水）～ 12日（金）
　　　　　　伊南小学校13人、南郷小学校28人
　（第３班）７月16日（火）～ 18日（木）
　　　　　　桧沢小学校13人

【九十九里町】
　（第１班）７月10日（水）～ 12日（金）
　　　　　　田島第二小学校19人
　（第２班）７月16日（火）～ 18日（木）
　　　　　　田島小学校45人
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会
津
田
島
祇
園
祭

会
津
田
島
祇
園
祭
。

そ
れ
は
、
南
会
津
町
田
島
に
夏
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
。

今
年
も
７
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
２
０
余
年
の
歴
史
を
誇
り
、

多
く
の
人
々
が
守
り
、
育
て
て
き
た
大
切
な
祭
り
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
太
鼓
を
叩
き
、

伝
統
を
受
け
継
ぎ
歌
舞
伎
を
演
じ
れ
ば
、

大
人
た
ち
も
勇
壮
に
屋
台
と
と
も
に
町
を
駆
け
抜
け
る
。

優
雅
で
厳
か
な
七な
な
ほ
か
い

行
器
行
列
。

御
支
度
触
れ
が
神
輿
の
出
発
を
告
げ
、
稚
児
行
列
が
華
を
添
え
る
。

太
々
御
神
楽
が
祭
り
の
終
幕
を
静
か
に
下
ろ
す
。

田
島
の
夏
、
３
日
間
の
軌
跡
を
写
真
で
振
り
返
る
。

屋
台
運
行
と
歌
舞
伎
上
演

―
祇
園
祭
の
夜
を
彩
る

　

祇
園
祭
の
夜
の
主
役
、
屋
台
。

　

22
、
23
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か

け
て
、
町
を
４
台
の
屋
台
が
颯
爽

と
駆
け
抜
け
ま
す
。

　

屋
台
は
歌
舞
伎
の
移
動
舞
台

で
、
前
半
分
が
舞
台
、
後
半
分
が

楽
屋
と
い
う
造
り
に
な
っ
て
お

り
、
今
年
も
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌

舞
伎
保
存
会
に
よ
る
子
供
歌
舞
伎

と
大
人
歌
舞
伎
の
上
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
「
芸
場
」
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎

を
披
露
す
る
家
々
を
回
る
た
め
、

４
屋
台
は
町
内
を
目
ま
ぐ
る
し
く

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

屋
台
に
乗
る
子
ど
も
た
ち
の

「
オ
ー
ン
サ
ー
ン
ヤ
レ
カ
ケ
ロ
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
、
田
島
の
夜
は

更
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。

特
集

04
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七
行
器
行
列
と
神
輿
渡
御

　

七
行
器
行
列
は
、
７
つ
の
器
に

御
神
酒
・
赤
飯
・
鯖
を
盛
り
お
さ

め
、
神
前
に
奉
献
す
る
神
事
で
、

祇
園
祭
礼
中
の
重
儀
（
最
高
の
儀

式
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
に
く
の
雨
の
中
の
出
発
で

し
た
が
、
今
年
の
御
党
屋
の
上
町

上
側
か
ら
神
社
ま
で
粛
々
と
歩
を

進
め
て
い
ま
し
た
。

　

神
社
を
出
発
し
、
御
党
屋
本
や

町
内
を
巡
回
す
る
神
輿
渡
御
。
神

輿
に
は
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
稚
児
行
列
が
華
を
添

え
ま
す
。
御
支
度
触
れ
が
神
輿
の

出
発
を
大
声
で
触
れ
歩
く
と
、
町

民
の
皆
さ
ん
は
疫
病
除
け
と
言
わ

れ
る
保
露
花
を
神
輿
の
従
者
か
ら

授
か
っ
て
い
ま
し
た
。

静
か
な
る
奉
納
の
舞

―
太
々
御
神
楽

　

24
日
午
後
、
田
出
宇
賀
神
社
の

拝
殿
脇
の
神
楽
殿
で
奉
納
さ
れ
る

太
々
御
神
楽
。
終
始
無
言
で
、
歌

も
言
葉
も
な
く
、
楽
人
の
奏
で
る

調
べ
と
拍
子
だ
け
で
舞
い
ま
す
。

　

祭
り
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、

会
津
田
島
祇
園
祭
す
べ
て
の
行
事

に
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。

８
２
０
余
年
の
歴
史
を
誇
る
会
津
田
島
祇
園
祭
。

祭
り
期
間
中
、

老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、

地
域
の
絆
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
、

地
域
の
活
力
に
な
り
ま
す
。

さ
あ
、
ま
た
来
年
。
祭
り
が
や
っ
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

07

平成 25 年８月号　広報みなみあいづ広報みなみあいづ  平成 25 年８月号

06



平成 25 年８月号　広報みなみあいづ

0809

広報みなみあいづ　平成 25 年８月号

南会津の魅力を写真で紹介

　南郷写真倶楽部（酒井一夫会長）は、６月11日か
ら16日にかけて、東京都新宿御苑インフォメーショ
ンセンター・アートギャラリーで写真展を開催しまし
た。
　首都圏での写真展は11回目となる今回は、「四つの
自然公園と南会津」というテーマで開催。南会津の美
しさをとらえた選りすぐりの写真50点を展示し、期
間中約2,000人の来場者を魅了しました。

子どもたちの人気を集めたキャラクターショー

　７月27日、会津高原たかつえスキー場スキーセン
タースペーシア前広場において、会津高原たていわ夏
まつりが開催されました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、子どもに人気の
キャラクターショーや、じゃんけん大会など多彩なプ
ログラムが行われ、多くの来場者でにぎわいました。
　花火大会も規模を縮小して実施され、雨にかすむ夜
空に大輪の花を咲かせました。

雨にも負けず盛大に開催
会津高原たていわ夏まつり

首都圏に南会津の魅力を紹介した写真展

　県重要文化財に指定されている「南泉寺鐘楼
門」（静川）。その茅屋根は、長年の風雪による
損傷が著しかったため、約20年振りに全面的な
葺替えが行われました。葺替え完了を祝い、関
係者により上棟式が行われ、約80名が参集。今
では珍しくなったグシ餅撒きが行われ、老若男
女が餅拾いを楽しみました。
　南泉寺住職の柏倉さんは、「多くの町民に見
学に来ていただき、地域の文化財を理解してい
ただきたい」と話されました。

「南泉寺鐘楼門」の茅屋根葺替え完了

約20年振りの上棟式

多くの方が葺替え完了を祝いました。

親子で確認。交通安全

　７月６日、第２回南会津地区親子交通安全教室が行
われました。古今地区にある㈱飯野製作所田島工場の
主催、本田技研工業㈱安全運転普及本部栃木普及ブロ
ックの共催により行われた教室には、従業員の親子ら
約100人が参加。
　交通ルールを学ぶ講習や、子どもに多い事故を再現
する実演コーナーなどが行われ、参加した親子は交通
安全への意識を高めていました。

第２回南会津地区親子交通安全教室

　７月６日、七夕まつりが田島地域で開催され、多く
の来場者でにぎわいました。
　南会津町商業振興協同組合・まちなか楽座が主催し
たこのイベントは、今年が初開催。浴衣を着た人たち
も多く来場し、会場は華やかな雰囲気に包まれました。
　ラムネの早飲み大会などのアトラクションや、息吹
のステージなど多彩な催しが行われ、来場した皆さん
は初夏の夕げを楽しんでいました。

初夏の夕げを楽しんで
七夕まつり開催

ラムネ早飲み大会など、
多彩なアトラクションが行われました。

交通ルールを学んだ子どもたち

南郷写真倶楽部が写真展

早乙女踊り、全国の舞台へ

　７月31日から８月４日にかけて長崎県で開催され
た第37回全国高等学校総合文化祭。全国で文化活動
に取り組む高校生が集う「高校生最大の文化の祭典」
に、県立南会津高校の郷土芸能委員会による『早乙女
踊り』が福島県代表として出場しました。
　郷土芸能委員会の生徒たち20人は、郷土芸能の部
に出場。『早乙女踊り』の魅力を全国にアピールし、
会場を笑いに包みました。

全国高等学校総合文化祭に南会津高校

　７月29日、田部原保育所を「ふくしまからはじめ
よう。チームキビタン」が訪れ、子どもたちと交流し
ました。
　県の復興シンボルキャラクター「キビタン」の登場に、
子どもたちは黄色い歓声。キビタンやチームキビタン
のメンバーと一緒にクイズやダンスで楽しみました。
　「チームキビタン」は、ふくしまの復興を県内外に
発信するために結成されたパフォーマンスチームです。

キビタンと遊んだよ
キビタンin田部原保育所

キビタンからお土産をもらって、にっこり

出場に先駆け町長を訪ねた南会津高校の皆さん

地区ぐるみの活動が評価

　川島区（星 泰蔵区長）はこのたび、第５回耕
作放棄地発生防止・解消活動表彰事業において、
全国農業新聞賞を受賞し、６月25日に町長室を
訪れ、受賞報告をしました。
　この表彰は、全国農業会議所が実施している
もので、農業・農村現場で耕作放棄地の発生防
止や解消活動を行っている組織が受賞していま
す。

受賞報告に訪れた川島区の皆さん

耕作放棄地発生防止・解消活動で川島区
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企業誘致報奨金制度を創設
■問い合わせ：商工観光課 雇用対策係
　　　　　　　　0241-62-6200

役 場 か ら の お 知 ら せ

「障がい児通所支援施設」が開所します
■問い合わせ：健康福祉課 社会福祉係
　　　　　　　　0241-62-6170

12月からの利用者を募集します

企業誘致の情報を提供ください

気
象
庁
で
は
、
平
成
25
年
８
月
30

日
か
ら
、新
し
く
「
特
別
警
報
」

の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

特
別
警
報
と
は
、「
平
成
23
年
７

月
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
の
よ
う

な
数
十
年
に
一
度
あ
る
か
ど
う
か
の

豪
雨
や
津
波
な
ど
が
予
測
さ
れ
、
重

大
な
災
害
の
危
険
性
が
著
し
く
高

ま
っ
て
い
る
場
合
に
、
気
象
庁
が
最

大
限
の
危
機
感
・
切
迫
感
を
伝
え
る

た
め
発
表
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た

だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
る

ま
で
安
全
と
い
う
わ
け
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
警
報
が
発
表
さ
れ
た

段
階
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
十
分
な
警

戒
が
必
要
で
す
。

「特別警報」の発表が開始されます
■問い合わせ：福島地方気象台 防災業務課
　　　　　　　　024-534-0321

記憶に新しい
「新潟・福島豪雨」の被害

特別警報が発表されるまで（大雨の場合）

特別警報の詳細は、気象台ホームページ
でご確認ください。

http://www.jma.go.jp/jma/kishou/
know/tokubetsu-keiho/index.html

町
で
は
、
新
た
に
町
内
へ
進
出
し

よ
う
と
し
て
い
る
企
業
の
誘
致

を
仲
介
し
て
い
た
だ
く
方
を
、「
南

会
津
町
企
業
誘
致
推
進
員
」
に
認
定

し
、
成
果
に
応
じ
て
報
奨
金
を
交
付

す
る
「
南
会
津
町
企
業
誘
致
報
奨
金

制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
推
進
員
と
は
？

　

企
業
誘
致
推
進
員
と
な
れ
る
方

は
、『
南
会
津
町
企
業
誘
致
報
奨
金

制
度
実
施
要
綱
』
に
定
め
ら
れ
た
要

件
を
満
た
す
方
で
す
。
進
出
希
望
企

業
の
事
業
主
自
身
や
暴
力
団
関
係

者
、
企
業
誘
致
の
仲
介
業
者
な
ど
は

推
進
員
認
定
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

推
進
員
は
、
進
出
を
希
望
す
る
企

業
か
ら
情
報
提
供
の
同
意
を
得
て
、

町
へ
報
告
、
そ
の
後
は
企
業
と
町
と

の
仲
介
役
と
し
て
活
動
い
た
だ
き
ま

す
。

誘
致
対
象
企
業

　

本
事
業
の
対
象
と
な
る
誘
致
企
業

は
、
製
造
業
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
、

情
報
処
理
・
提
供
サ
ー
ビ
ス
業
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
、『
南
会
津
町
企
業
誘
致
報
奨
金

制
度
実
施
要
綱
』
に
規
定
す
る
企
業

で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

報
奨
金
制
度

　

推
進
員
へ
認
定
さ
れ
、
企
業
情
報

の
提
供
を
行
っ
た
後
に
「
企
業
誘
致

活
動
支
援
金
」
と
し
て
20
万
円
。
さ

ら
に
、
進
出
希
望
企
業
と
町
が
立
地

協
定
を
締
結
し
た
際
に
雇
用
さ
れ
る

人
数
に
応
じ
た
「
企
業
誘
致
成
功
報

酬
（
上
限
２
０
０
万
円
）」
が
推
進

員
へ
交
付
さ
れ
ま
す
。

制
度
内
容
に
つ
い
て
は

　
『
南
会
津
町
企
業
誘
致
報
奨
金
制

度
実
施
要
綱
』
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
雇
用
対
策

係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w.m
inam

iaizu.org/

　

kurashi/cat10/001075.php

ア

　発達に遅れがあったり、障がいを持つ未就学
児のお子さんに対して、児童発達支援サービス
を提供する「障がい児通所支援施設」。
　南会津地域として初の同施設が、12 月の開
所に向けて準備を進めています。
　施設開所に先立ち、同施設の利用者を事前に
募集いたします。利用を希望される方は、健康
福祉課または各総合支所町民課までお申込みく
ださい。
▼事業主体＝社会福祉法人 牧人会
　　　　　　＊西郷村を中心に事業を展開して
　　　　　　　いる事業所です。
▼開所場所＝旧ひかり保育所
　　　　　　住所 : 南会津町田島字寺前甲 3055

▼開所日時＝平日 午前 9 時 30 分～午後 3 時
▼利用対象者＝未就学児（町が療育を必要と認
　　　　　　　めた未就学のお子さんが対象に
　　　　　　　なります。）
▼サービス内容＝「児童発達支援」サービス
　　　　　　　　日常生活における基本的な動
　　　　　　　　作の指導、知識技能の付与、
　　　　　　　　集団生活への適応訓練等
▼利用料＝原則 1 割負担となり、保護者世帯の
　　　　　所得に応じ、月額利用上限額が設定
　　　　　されます。
　　　　　（月額利用上限額：0 ～ 37,200 円）
▼利用申込先＝健康福祉課 社会福祉係
　　　　　　　　℡ 0241-62-6170
　　　　　　　舘岩総合支所町民課 健康福祉係
　　　　　　　　℡ 0241-78-3325
　　　　　　　伊南総合支所町民課 健康福祉係
　　　　　　　　℡ 0241-76-7713
　　　　　　　南郷総合支所町民課 健康福祉係
　　　　　　　　℡ 0241-72-2225

町
長
と
、
身
近
な
問
題
や
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
話
題
な
ど
で
気

軽
に
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

町
民
の
方
や
、
町
に
縁
の
あ
る
個

人
や
団
体
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

■
実
施
日
と
場
所

①
伊
南
総
合
支
所

　

８
月
21
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午

②
本
庁

　

８
月
21
日
（
水
）

　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
「
よ
う
こ
そ
町
長
室
へ
」

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

①
午
前
実
施
分

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課

　

企
画
観
光
係

　
　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

②
午
後
実
施
分

　

総
合
政
策
課
広
報
情
報
係

　
　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０

町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
じ
め
ま
し
た

　

町
で
は
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
運
用
を
開
始
し
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
と
双
方
向
で
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
、
町
の
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
情
報
な
ど
の
旬
な
情
報

や
、
町
の
新
た
な
魅
力
紹
介
な
ど
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町長と気軽に語り合いませんか「いいね！」をお願いします

■

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.facebook.com

/

　

m
inam

iaizutow
n

　

総
合
政
策
課
広
報
情
報
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
１
０始めました

問℡
℡ ℡

あ
な
た
の
知
識
と
人
脈
を
生
か
し
、

　
　
　
　
企
業
誘
致
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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■
２
次
試
験

　

①
防
衛
大
学
校
学
生

　
　

12
月
10
日
（
火
）
～
14
日
（
土
）
の
間

　
　

の
い
ず
れ
か
１
日
で
す
。

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

　
　

11
月
30
日
（
土
）
～
12
月
１
日
（
日
）
の

　
　

い
ず
れ
か
１
日
で
す
。

■
そ
の
他

　

詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.m
od.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
会
津
若
松
出

　

張
所

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

■

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し

ま
す
。
平
和
を
仕
事
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
内
容

　

①
防
衛
大
学
校
学
生

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

■
応
募
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
21
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

　

９
月
５
日
（
木
）
～
９
月
30
日
（
月
）

■
１
次
試
験

　

①
防
衛
大
学
校
学
生

　
　

11
月
９
日
（
土
）
～
10
日
（
日
）

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
生

　
　

10
月
19
日
（
土
）

■
補
助
金
額

　
【
一
般
枠
】
＝
補
助
対
象
事
業
費
の
10
分
の

　

８
以
内
で
、
補
助
限
度
額
50
万
円

　
【
特
別
枠
】
＝
補
助
対
象
事
業
費
の
10
分
の

　

８
以
内
で
、
補
助
限
度
額
30
万
円

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
類
を
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
本
庁

　

総
合
政
策
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

　

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
類
は
、
役

　

場
担
当
課
窓
口
に
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
。）

　

http://w
w

w.m
inam

iaizu.org/

　

本
庁
総
合
政
策
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
４
０

　

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
３
０

　

伊
南
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
５

　

南
郷
総
合
支
所
振
興
課

　

０
２
４
１
（
７
２
）
２
９
０
０

■
平
成
25
年
度 

精
神
保
健
福
祉
講
演
会

　

家
族
や
職
場
、
地
域
の
中
で
、
う
つ
病
に

気
付
か
ず
に
仕
事
や
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

う
つ
病
に
対
す
る
知
識
や
、
生
活
す
る
上

で
直
面
し
て
い
る
困
難
さ
を
知
り
、
そ
の
方

へ
の
接
し
方
や
支
援
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

９
月
３
日
（
火
）

　

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時

　

御
蔵
入
交
流
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

　

無
料

■
演
題

　
「
う
つ
病
の
理
解
と
家
族
や
地
域
の
役
割
に

　

つ
い
て
」

■
講
師

　

福
島
県
立
医
科
大
学
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

　

精
神
医
学
講
座
教
授　

井
上
新
平
氏

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
課
へ

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限
は
、
８
月

　

23
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

■

元
気
の
で
る
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
の
申
請
に
つ
い
て

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を

応
援
す
る
「
南
会
津
町
元
気
の
で
る
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
」
の
10
月
以
降
実
施
事
業
分

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
の
募
集
は

９
月
で
終
了
す
る
予
定
で
す
。

■
募
集
期
間

　

９
月
２
日
（
月
）
～
９
月
20
日
（
金
）

■
補
助
対
象
事
業

　
【
一
般
枠
】
＝
地
域
住
民
が
自
発
的
か
つ
創

　

造
的
に
実
施
す
る
事
業
に
お
い
て
、
地
域

　

性
、
先
駆
性
、
他
の
団
体
と
の
連
携
等
の

　

特
性
を
有
す
る
事
業

　
【
特
別
枠
】
＝
一
般
枠
に
お
い
て
３
年
間
事

　

業
を
実
施
し
た
も
の
で
、
自
主
運
営
の
た

　

め
に
発
展
・
持
続
的
な
事
業
展
開
が
図
ら

　

れ
、
広
域
的
な
連
携
を
有
す
る
事
業

　

主
に
本
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
よ
っ
て

　

組
織
さ
れ
て
い
る
団
体

℡

「青柳歌舞伎の夕べ」開催

65年ぶりに組み立てられた『青柳の舞台』で
の歌舞伎上演をぜひご覧ください。

　南山御蔵入領は農村歌舞伎（習い歌舞伎）
が非常に盛んな地域で、各地で歌舞伎が行わ
れていたことが確認されています。
　青柳の舞台は、仮設（組立式）のものとし
ては、現在確認された中で唯一組立てが可能
な舞台ですが、昭和23（1948）年４月の歌舞
伎興行を最後に地区で保管されてきました。
　この青柳の舞台を復活させようという地区
有志の熱意や、県の補助などにより改修が進
められ、今年の２月に65年ぶりに組み立てら
れました。
　今回は復活した舞台の上で、田島祇園祭屋
台歌舞伎保存会による歌舞伎上演の他、地元
青柳地区の郷土芸能が披露されます。

▼日時　８月31日（土）
　　　　　午後５時～午後８時30分
▼場所　奥会津博物館伊南館敷地内
　　　　（住所：南会津町青柳字久川23）
　　　　※久川城跡向いです。
▼上演内容
　・郷土芸能/青柳八木節笠踊り盛り上げ隊
　　　『青柳八木節笠踊り』等
　・歌舞伎上演/田島祇園祭屋台歌舞伎保存会
　　　子供歌舞伎『南山義民之碑
　　　　　　　　　　喜四郎子別れの段』
　　　大人歌舞伎『一谷嫩軍記 須磨浦の段』
▼その他　観覧無料。雨天決行（悪天候の場
　　　　　合は内容の変更もあります。）
▼問い合わせ　奥会津博物館
　　　　　　　　℡ 0241-66-3077

℡ 問 ℡問

℡ 問

℡ 問 ア

　　町県民税　　　  第２期
　　国民健康保険税  第２期
　　介護保険料　　  第２期
　　後期高齢者医療保険料  第１期　

納期限は 9 月 2 日 ( 月 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税
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http://bkantohoku.com

今年２月、伊南小体育館に組み立てられた青柳の舞台
℡問℡ 問 ア

申 日場料

日場料 申℡ 問℡ 問ア

対

申
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　平成 25 年７月 20 日現在、14 人の方からふるさと納税（応
援寄附金）をいただきました。
　今回は６月 21 日から７月 20 日の間にふるさと納税（応援寄
附金）をされた方を紹介いたします。

【納税された方からのメッセージ】※順不同
　・将来の子供たちへ、南会津高校の子供たちへ
　・南郷スキー場維持のためご活用ください。
　・私たち夫婦の母がお世話になっております。
　・大嵐山登山道整備に活用してください。

ｉふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内容はホームペー
ジに掲載しております。

　【ふるさと納税ホームページ】
　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php

８・９月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月２９日 木 １ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ） 13：30 ～ 13：45 保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成24年７～８月生まれ

８月３０日 金 乳 幼 児 健 康 相 談
（舘岩・伊南・南郷地域） 13：30 ～ 13：45 南郷総合センター

平成24年６～８月生まれ
平成24年12月～

平成25年２月生まれ

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

８月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平 成 2 5 年 ４ 月 生 ま れ

８月２３日 金 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査
（舘岩・伊南・南郷地域） 12：30 ～ 13：00 伊南会館 平成23年４～９月生まれ

９月　４日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成24年２～３月生まれ

９月　６日 金 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査
（ 田 島 地 域 ） 12：30 ～ 13：00 平成23年５～７月生まれ

９月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 5 年 ５ 月 生 ま れ

９月２５日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年２～３月生まれ

ホールボディカウンターによる
内部被ばく検査の実施について

　町では、４歳から中学生までの希望者に対し
て、県民健康管理調査の一環として、ホールボ
ディカウンターによる内部被ばく検査を７月か
ら実施しています。
　このたび、妊婦および未受診のお子さんに対
しても、検査を実施いたします。
　検査を希望される方はお申込みください。
▼実施日程・場所

▼実施時間＝午前 10 時～午後３時
▼対象者＝妊婦および未受診のお子さん
　※未受診のお子さんとは、平成 24 年４月１日
　　以前に生まれた方で、内部被ばく検査を受
　　けていないお子さんです。
▼申込期限＝８月 28 日（水）まで
▼申込み・問い合わせ
　南会津町保健センター　℡ 0241-62-6180

9月6日（金） 伊南保健センター
9月13日（金） 南郷体育館
9月20日（金） 南会津町保健センター
9月26日（木） 舘岩会館
9月27日（金） 南会津町保健センター
9月30日（月） 南会津町保健センター
10月1日（火） 南会津町保健センター

■問い合わせ：南会津町保健センター　0241-62-6180　　舘岩総合支所町民課　0241-78-3325
　　　　　　　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713　　南郷総合支所町民課　0241-72-2225

腕１本 でできる ボランティア

８月に行われる献血は、下記のとおりです。
皆さんのご協力をお願いいたします。

８月 19 日（月）
 ・南会津広域消防署　　 　  9：30 ～ 10：30
 ・田島税務署　　　　　 　12：00 ～ 13：00
 ・南会津町役場　　　　　 13：30 ～ 16：30

8・9 月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

8 月

18 日 長谷川医院 0241-62-0032

25 日 馬場医院 0241-62-0141

9 月

1 日 なかやクリニック 0241-73-2036

8 日 小野木クリニック 0241-76-7780

15 日 愛輝診療所 0241-78-8688

22 日 あべクリニック 0241-62-8733

29 日 きむらクリニック 0241-62-5576

新着本紹介

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

９月の休館日

８月の休館日 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

住　所 氏　名 住　所 氏　名

東京都台東区 髙島　正子　様 東京都品川区 齋藤　和己　様

東京都葛飾区 阪本　幾代　様 匿名希望 ４件

計 ７件

【一般図書】
恋の後始末　　　　恋愛トラブル解決委員会　著
ときめくカエル図鑑　　　　　高山　ビッキ　文
吉田類のマタタビ酒場　　　　佐藤　ピート　著
恐竜のおりがみ　　　　　　　　高井　弘明　著
イモトアヤコの地球７周半　イモト　アヤコ　著
「もう一日がんばる」勇気　　　振分　精彦　著
世界地図の下書き　　　　　　朝井　リョウ　著
なごり歌　　　　　　　　　　　朱川　湊人　著
撲撲少年　　　　　　　　　　　仁木　英之　著
妙齢美容修業　　　　　　　　辛酸　なめ子　著
【児童図書】
ハイパーレスキュー災害現場へ走れ！
　　　　　　　　　　　　　　深光　富士男　文
追跡！なぞの深海生物　　藤原　義弘　写真・文
べんり屋、寺岡の夏。　　　　　中山　聖子　作
こぎつねボック　　　　　いまむら　あしこ　作
やまのおばけずかん　　　　　　　斉藤　洋　作
ウリンボー　　　　　　　　　　荒井　良二　絵
りきしのほし　　　　　　　　　加藤　休ミ　著
あたまがふくしまちゃん　　　　　　のぶみ　作
んふんふ　なめこ絵本　　　        Beeworks　監修

《お楽しみ映画会》

　■日  時　８月１７日（土）

　 　 　 　 　 午前１１時～　

　■場  所　図書館内読み聞かせコーナー

　■対  象　幼児～小学校低学年

　※申込みは不要です。

　　直接会場にお越しください。

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、

■ありがとうございます ■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

第１回南会津町
地区対抗ゴルフ競技大会

　６月29日、会津高原たかつえ
カントリークラブにおいて、標
記大会が行われ、14チーム63人
が参加しました。
　結果は次のとおりです。

【団体の部】
　優　勝　山口チーム
　準優勝　田部チーム
　第３位　荒海チーム

【個人の部】
　優　勝　大桃幹一（山口）

　準優勝　星　和明（湯ノ花）

　第３位　佐藤重雄（木賊）

　第４位　星　勇一（木伏・水根沢）

　第５位　穴澤正八（荒海）

　※（　）内は参加チーム名

南会津町図書館 検 索
ホームページもご覧ください。
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　暑い日々が続いていますが、皆さんどうお過ごしでしょうか？
　私はというと、ここの気候は湿度が低いために東京よりはるかに過
ごしやすいと感じています。方言で暑いという意味の「あったげぇ」
ではないですが、私にとっては暑いではなく暖かいと感じるときや、
むしろ涼しいと感じるときもあり、未だに長袖を着ている日もありま
す。先月上旬に両親が遊びに来て、「ここはいいところで、みんな良
い人で良かった。」と安心していました。両親にも言われたのですが、
南会津の美味しいものをたくさんいただいて段々と丸くなってきまし
た。しかしながら、私がまだ食べてない南会津の食べ物がたくさんあ
ります。それを思うと、これからもっと丸くなっていくのではないか
と予想しています。

　さて、先月の22日と23日は田島で祇園祭がありましたね。私は、と
あるお蕎麦屋さんのお手伝いをしながら、お祭りの雰囲気を存分に楽
しむことができました。大きな屋台が移動して、歌舞伎の上演がシー
ン毎に別の場所で行われることは聞いていたのですが、調整のため何
度も行ったり来たりして、定位置に停まれるようにしているとは知ら
ず、ただ面白いと観ていました。しかし、周りの方にその話を聞いて
理解が深まり、「オーンサーン、ヤレカケロ！」の声に心を躍らせなが
ら応援していました。屋台を担いで動かしている男性陣は、勇ましく
て恰好良かったです。そんな頑張っている大人を余所に、子どもたち
は目の前を通り過ぎていく木に手を伸ばして遊んでいて、とても微笑
ましかったです。
　お蕎麦屋さんでは、いろんなお客様がいらして大忙しでした。お客
様の中には、私がお世話になっている方もいらして嬉しかったです。
直接関わったことのない方でも、共通の知人がいることでお話しさせ
ていただいたり、従業員の方が紹介してくださって話したりすること
もでき、接客を通して人との交流も深めることができました。

　南会津に来て早４か月。徐々にですが、活動範囲を広げています。
　今後はもっといろんな方と交流して、街のこと、昔の話、自然のこ
となどなど…たくさん話していきたいです。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 4
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

橋本 和枝　はしもと かずえ

Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
好きなものは植物、里山、自然。
人と話すことは大好きだが、人見知りする
ことも多々。料理上手で家事万能を目指し、
日々の自炊に奮闘中。
ブログやっています。ぜひご覧ください。
http://ina-minamiaizu.hatenablog.com/

▼南郷トマトの芽かきに奮闘

南会津町
謎解きスタンプラリー

　南会津町にちらばる謎を解
き、スタンプを集めて豪華商品
をゲットしよう！
▼日程　10月31日（木）まで
▼スタンプゲット方法
　①スタンプ設置店に行く
　②町内４地域で謎を解く
　③町内のイベントに参加する
▼スタンプ設置店＝会津田島祇
　園会館、道の駅たじま、舘岩
　広域観光案内所、道の駅番屋、
　古町温泉赤岩荘、道の駅きら
　ら289、ホテル南郷
　南会津町商工会
　0241-62-0329

リバイバルタイムin南会津

　バイカーによるバイカーのた
めのライブ＆キャンプイベント
開催！情熱のライブステージを
お楽しみください。
▼日程　８月31日（土）
　　　　12:00ゲートオープン
　　　　16:00参加型の催し
　　　　18:00ライブスタート
▼会場　だいくらスキー場
▼チケット　2,000円
　　　　　　（ライブ・パッチ代）
　リバイバルタイム事務局
　0241-69-1065℡
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今回整備したデジタルトランシーバー

みなみ愛'S出逢いフェスタ
女性参加者募集！

▼日時　９月28日（土）13:00
　　　　～９月29日（日）14:00
▼会場　ホテル南郷
　　　　（南会津町界）
▼対象　25歳以上で真剣交際
　　を希望する独身女性
　※シングルマザーの方も歓迎し 
　　ています。男性参加者は地元
　　南会津町の30歳以上。詳細情
　　報は電話かメールでお気軽に
　　お問い合わせください。

▼参加費　3,000円（宿泊費込）
▼締切　９月18日（水）19:00まで
▼申込み・問い合わせ
　みなみ愛'S出逢いフェスタ実
　行委員会事務局（教育委員会
　分室内担当：五十嵐）
　　0241-76-7719
　　konkatsu7719@gmail.comア

℡

みなみ愛S 検 索

１泊２日の
お見合いイベント！

リバイバルタイム  南会津 検 索

℡

問



平成 25 年８月号　広報みなみあいづ

18019

広報みなみあいづ  平成 25 年８月号

19

広報みなみあいづ　平成 25 年８月号

会
津
山
口
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

木
苺
の
花
に
と
び
つ
く
谷
の
風
　
　
　
　
　
　
大
竹
　
元
子

　

墜
落
の
紙
飛
行
機
に
花
万
朶
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
瑛
華

　

炎
天
の
吾
が
影
を
出
る
靴
の
先
　
　
　
　
　
　
星
　
　
松
花

鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

今
生
　
梅
宮
ト
キ
子

　

玉
味
噌
は
自
然
発
酵
む
か
し
よ
り

                

家
つ
き
の
酵
母
菌
生
か
す
知
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   　

今
生
　
梅
宮
　
直
子

　

「
美
人
で
は
な
い
け
ど
笑
顔
似
合
ふ
ひ
と
」

                

鏡
が
言
へ
り
ひ
と
日
穏
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   

下
塩
江
　
大
竹
　
幸
一

　

愛
嬌
を
ふ
り
ま
き
疲
れ
て
眠
る
孫

                

一
歳
に
し
て
す
ご
い
大
の
字

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

蕗
届
く
に
し
ん
あ
か
ざ
も
漬
け
終
わ
る
　
　
猪
股
有
隣
子

　

音
も
無
く
ド
ミ
ノ
倒
し
に
青
田
波
　
　
　
　
柏
倉
　
清
子

　

長
子
み
な
勤
め
人
な
り
青
田
道
　
　
　
　
　
室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

た
そ
が
れ
の
田
ご
と
の
月
の
涼
し
け
り
　
　
ミ
　
エ

　

白
き
緒
の
下
駄
干
し
て
あ
る
寺
五
月
　
　
　
忠
　
子

　

う
ら
ゝ
か
や
地
蔵
の
額
温
み
た
る
　
　
　
　
ト
ヨ
子

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

浄
土
へ
と
経
読
む
僧
が
汗
を
拭
く
　
　
　
　
河
原
田
光
子

　

水
し
ぶ
き
歓
満
の
滝
蝉
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
酒
井
　
栄
子

　

父
の
日
や
焼
酎
を
買
ふ
麦
と
芋
　
　
　
　
　
平
野
恵
美
子

まちの文芸

編集後記　▽お盆時期に合わせて早い発行になった今月号。
締切ぎりぎりの編集で夏バテ寸前です。▽今年の祇園祭は
ずっと雨の印象でしたが、編集のため写真を見ると、皆さ
ん良い笑顔。やはり、祭りはみんなに笑顔を与えてくれる
かけがえのないものだなぁと実感しました。（夏バテな相）

Pick Up
Event

日々の努力の結晶。
磨き上げた操法を披露。
　　　　　　消防操法競技南会津町大会

　

７
月
７
日
、
消
防
操
法
競
技
南
会

津
町
大
会
が
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス

キ
ー
場
駐
車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
の
２
種
目
に
、
町
消
防

団
か
ら
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
々

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
は
田
島
支
団
第
３
分
団
第
２
部

（
川
島
）、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は

田
島
支
団
第
２
分
団
第
２
部（
塩
江
）

が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
２
チ
ー
ム
は
、
来
年
開

催
さ
れ
る
南
会
津
地
方
大
会
に
町
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

【
競
技
結
果
】

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
＝
①
田
島
支

団
第
３
分
団
第
２
部
（
川
島
）
②
田

島
支
団
第
１
分
団
第
５
部
（
長
野
）

③
伊
南
支
団
第
１
分
団
（
混
成
チ
ー

ム
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
＝
①
田
島

支
団
第
２
分
団
第
２
部
（
塩
江
）
②

南
郷
支
団
第
１
分
団
第
９
部
（
界
）

③
田
島
支
団
第
３
分
団
第
１
部
（
中

荒
井
）

ポンプ車操法の部優勝＝田島支団第３分団第２部（川島）
指揮者/荒井大樹、１番員/山越貴幸、２番員/広野雅洋、
３番員/湯田幸彦、４番員/湯田拓巳、補充員/室井宏文

小型ポンプ操法の部優勝＝田島支団第２分団第２部（塩江）
指揮者/室井良太、１番員/芳賀沼勇太、２番員/湯田丈二、
３番員/杉原栄貴、補充員/星 和人

ご寄付ありがとうございます

星　 高　様　５万円  （一般寄付）

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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　先月から始まりました新コーナー「南会津の珍百景」。
　南会津には、町民の方にもあまり知られていない珍しい景色やモノ
がたくさんあるはず！そんな珍百景を皆さんに紹介できればと思って
います。
　また、皆さんからの「珍百景」情報も募集しています。近所の人し
か知らないような珍百景をぜひ教えてください。

珍

南会津の

　　　百景

雨
の
中
の
七な

な
ほ
か
い

行
器
行
列

珍

　

第
２
回
目
の
珍
百
景
は
、
ち
ょ
っ
と
変

化
球
。
時
事
ネ
タ
で
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

先
月
行
わ
れ
た
会
津
田
島
祇
園
祭
。
そ

の
メ
ー
ン
を
飾
る
の
は
、
23
日
早
朝
に
行

わ
れ
る
七
行
器
行
列
で
す
。

　

祇
園
祭
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
梅
雨
明

け
と
重
な
り
、
祭
り
期
間
中
、
一
時
的
に

雨
が
降
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
こ

の
七
行
器
行
列
の
時
間
帯
は
、
雨
が
降
る

こ
と
は
あ
ま
り
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雨
と
は
無
縁
と
思
っ
て
い
た
七
行
器
行

列
で
す
が
、
今
年
は
朝
か
ら
ず
っ
と
雨
、

雨
、
雨
。
な
ん
と
大
雨
警
報
ま
で
発
表
さ

れ
る
始
末
。

　

午
前
７
時
50
分
出
発
を
１
時
間
遅
ら
せ

て
、午
前
８
時
50
分
に
出
発
し
ま
し
た
が
、

や
は
り
雨
。
皆
さ
ん
、
裃
や
振
袖
が
雨
に

濡
れ
な
い
よ
う
、
傘
を
差
し
て
の
行
列
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

幸
い
に
も
神
社
に
入
る
頃
に
は
雨
が
上

が
り
ま
し
た
が
、
行
列
に
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
そ
し
て
見
物
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

雨
に
濡
れ
写
真
を
撮
り
な
が
ら
、「
雨

の
行
列
っ
て
珍
し
い
な
ぁ
」
と
思
っ
た
の

で
、
昔
の
広
報
を
引
っ
張
り
だ
し
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。

広
報

み
な

み
あ

い
づ
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月
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日

発
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(
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２
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曜
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発
行

）
発

行
：

南
会

津
町

役
場

総
合

政
策

課
広

報
情

報
係

〒
9
6
7
-8

5
0
1
　
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原
甲

3
5
3
1
番
地
１
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
2
4
1
-6

2
-6

2
1
0
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
2
4
1
-6

2
-1

2
8
8
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
h
ttp

:/
/
w
w
w
.m

in
a
m
ia
izu

.o
rg
/
　
E
-m

a
il：

k
o
u
h
o
u
@
to
w
n
.m

in
a
m
ia
izu

.lg
.jp

　

す
る
と
、
あ
り
ま
し
た
。
雨
の
中
の
七

行
器
行
列
。

　
『
広
報
た
じ
ま
平
成
３
年
８
月
号
』
の

表
紙
が
ま
さ
し
く
雨
の
中
の
七
行
器
行
列

で
し
た
。
22
年
前
も
傘
を
差
し
な
が
ら
の

行
列
で
す
。

　

今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
神
事
。
８
２
０
余

年
の
歴
史
を
誇
る
会
津
田
島
祇
園
祭
で
す

か
ら
、
長
い
歴
史
を
見
れ
ば
雨
の
中
の
七

行
器
行
列
は
、
そ
う
珍
し
い
も
の
で
は
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

今
年
の
祇
園
祭
は
後
々
良
い
思
い
出
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

▲広報たじま平成３年８月号

▲小さいお子さんもお疲れ様


